
(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７２．７％であり，やや課題が見られる。大問６

⑴②の溶液の質量の問いが５３．８％，大問８⑵メスシリンダーの読みは４８．０％

と通過率が低い。質量パーセント濃度に関する問いは，言葉による式を立式できるが，

具体的な数値をグラフから読み取り立式することができない。また，メスシリンダー

の読みに関する問いは，目分量での読み取る技能が不十分である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は６２．９％である。大問４(2)の音の要素と波形の

関連を言葉でまとめる問いが５５．１％，大問７⑶の状態変化における質量保存の概

念をモデル化する問いが３８．８％と通過率が低くなっている。 

○ 内容・領域別の通過率のバランスは概ね良好で，地球領域は小学校からの出題で

あり，基本的な知識等が身に付いている。 
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理科(中学校第１学年）

大

問

中

問

小

問
基礎・
基本

思考・
表現

エネル
ギー

粒子 生命 地球
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中１ ○ ○ 77.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　植物の成長に伴う変化について理解し
ているか。

2 2 中１ ○ ○ 62.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　被子植物と裸子植物の働きで共通する
点を理解しているか。

3 3 中１ ○ ○ 69.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　裸子植物の花と種子の関係を理解し，
種子のでき方を考えることができるか。

4 1 中１ ○ ○ 75.1% 3.1% 0.0% 0.0% 　軟体動物の特徴を理解しているか。

5 2 中１ ○ ○ 58.1% 0.1% 0.0% 0.0% 　魚類の特徴について理解しているか。

6 3 中１ ○ ○ 64.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　両生類と魚類を分類する観点を理解
し，分類の観点を理解しているか。

7 1 中１ ○ ○ 67.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　物質の境界面で起こる光の屈折を理
解しているか。

8 2 中１ ○ ○ 78.1% 2.6% 0.0% 0.0% 　全反射について理解しているか。

9 1 中１ ○ ○ 77.1% 0.2% 0.0% 0.0% 　音を伝える物体について理解している
か。

10 2 中１ ○ ○ 55.1% 4.6% 0.0% 0.0% 　おもりの数を増やす以外の音を高くす
る方法を考えることができるか。

11 3 中１ ○ ○ 48.5% 0.4% 0.0% 0.0%
　与えられた条件から音の高低や大小に
ついて波形と関連付けて考えることがで
きるか。

12 1 小５ ○ ○ 96.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　流れる水の働きについて理解している
か。

13 2 小６ ○ ○ 61.2% 0.3% 0.0% 0.0%
　流れる水の働き及び堆積物の粒の大
きさにより地層のでき方を考えることがで
きるか。

14 3 小６ ○ ○ 76.9% 0.3% 0.0% 0.0% 　地層のでき方による構成物の特徴の違
いを理解しているか。

15 1① 中１ ○ ○ 80.1% 0.8% 0.0% 0.0% 　溶液は溶質と溶媒から成り立つことを
理解しているか。

16 1② 中１ ○ ○ 53.8% 5.1% 0.0% 0.0% 　溶液の質量は溶媒と溶質の和であるこ
とを理解しているか。

17 2 中１ ○ ○ 75.8% 0.8% 0.0% 0.0%
　水温が上がったときの水溶液の様子
を，粒子のモデルを使って表現すること
ができるか。

18 1 中１ ○ ○ 89.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　ロウが状態変化するとき，体積は変化
することを理解しているか。

19 2 中１ ○ ○ 75.8% 0.4% 0.0% 0.0% 　ロウが状態変化するとき，質量は変化
しないことを理解しているか。

20 3 中１ ○ ○ 38.8% 3.7% 0.0% 0.0%
　固体から液体への状態変化のようす
を，粒子のモデルで考えることができる
か。

21 1 中１ ○ ○ 80.2% 0.4% 0.0% 0.0% 　金属の特徴を理解しているか。

22 2 中１ ○ ○ 48.0% 1.6% 0.0% 0.0% 　メスシリンダーの値を読み取り，物体の
体積を求めることができるか。

23 3 中１ ○ ○ 74.8% 1.8% 0.0% 0.0% 　質量と体積の値から密度を求め，金属
を同定できるか。

24 ４ 中１ ○ ○ 78.6% 1.2% 0.0% 0.0%
　密度の大小によって水に油が浮くこと
を体積と質量の関係を表したグラフを基
に考えることができるか。

問 題 数 16 8 5 10 6 3

出題割合 66.7% 33.3% 20.8% 41.7% 25.0% 12.5%

72.7% 62.9% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0%

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別 県平均通過率 校内通過率

出題の意図

1
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4

5
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7

8

(2)　中１各設問の分類と平均通過率

計

69.4% 0.0%
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(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７７．６％であり，概ね知識は定着している。どの

設問もほぼ７割以上の通過率だが，大問３⑵の等圧線の読みが２７．６％の通過率で，

無答率も４．０％となっており，基本的な天気図の見方に関する技能の定着が不十分

である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は５０．５％である。大問３⑶の高気圧，低気圧の風

の吹き出し，吹き込みから風向を推測する問いが２８．６％，大問７⑶のグラフ，表

の数値から未反応のマグネシウムの質量を求める問いが通過率３９．２％である。モ

デル図を参考に風向を推測したり，比例関係を利用して，物質の未反応量を算出した

りすることに課題がある。 

○ 内容・領域別の通過率は，地球領域以外の３領域では概ね良好であるが，地球領域

の気象に関する単元に課題がある。 
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理科(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

エネ
ル

ギー
粒子 生命 地球

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中２ ○ ○ 77.8% 0.0% 0.0% 0.0%
　道管の配置を立体的に理解している
か。

2 2 中２ ○ ○ 70.8% 0.0% 0.0% 0.0% 　道管の名称を理解しているか。

3 3
中１
中２

○ ○ 93.0% 0.0% 0.0% 0.0% 　顕微鏡のしくみを理解しているか。

4 4 中２ ○ ○ 43.5% 0.0% 0.0% 0.0%
　植物内の水の移動について蒸散と吸
水を関係付けて考えることができるか。

5 1 中２ ○ ○ 70.9% 0.3% 0.0% 0.0%
　ベネジクト液の反応を理解している
か。

6 2 中２ ○ ○ 83.1% 0.1% 0.0% 0.0%
　だ液に含まれる消化酵素を理解して
いるか。

7 3 中２ ○ ○ 78.1% 0.1% 0.0% 0.0%
　デンプンはブドウ糖に分解されて体内
に吸収されることを理解しているか。

8 1 中2 ○ ○ 76.2% 0.2% 0.0% 0.0% 　前線の記号を理解しているか。

9 2 中２ ○ ○ 27.6% 4.0% 0.0% 0.0%
　天気図上の等圧線を正しく読み取るこ
とができるか。

10 3 中２ ○ ○ 28.6% 0.3% 0.0% 0.0%
　高気圧，低気圧と風の吹き方との関係
を正しく考えることができるか。

11 4 中２ ○ ○ 53.7% 0.3% 0.0% 0.0%
　高気圧，低気圧，前線の移動から，天
気の移り変わりを推測することができる
か。

12 1 中１ ○ ○ 91.7% 0.3% 0.0% 0.0%
　基本的に地層は下の方が古いことを
理解しているか。

13 2 中１ ○ ○ 79.0% 3.0% 0.0% 0.0%
　各地点の地層の重なり方を見て，どの
標高に何が堆積しているかを推定する
ことができるか。

14 3 中１ ○ ○ 39.8% 3.2% 0.0% 0.0%
　中に含まれている粒の形から堆積岩
を見分けることができるか。

15 1 中1 ○ ○ 93.9% 1.6% 0.0% 0.0%
　１つの物体にはたらく２力がつり合う条
件を理解しているか。

16 2 中1 ○ ○ 69.5% 0.3% 0.0% 0.0%
　１つの物体にはたらく２力がつり合う条
件を理解しているか。

17 3 中1 ○ ○ 47.3% 4.9% 0.0% 0.0%
　物体にはたらく垂直抗力を，力の矢印
を使って図示することができるか。

18 1 中２ ○ ○ 83.4% 3.4% 0.0% 0.0%
　安全に配慮した正しい実験操作とそ
の方法を理解しているか。

19 2 中２ ○ ○ 91.6% 0.3% 0.0% 0.0%
　塩化コバルト紙の性質を理解している
か。

20 3 中２ ○ ○ 82.3% 0.3% 0.0% 0.0%
　フェノールフタレイン溶液の色の変化
から，物質の性質が変化したことを理解
しているか。

21 4 中２ ○ ○ 64.8% 7.3% 0.0% 0.0%
　化学変化「分解」の意味を理解してい
るか。

22 1 中２ ○ ○ 87.5% 2.9% 0.0% 0.0%
　実験データを使い，結びついた酸素
の質量を計算することができるか。

23 2 中２ ○ ○ 73.0% 2.2% 0.0% 0.0%
　分子を理解し，酸素分子をモデルで
表すことができるか。

24 3 中２ ○ ○ 39.2% 4.8% 0.0% 0.0%
　グラフをもとに，酸素と結びついていな
いマグネシウムの質量を求めることがで
きるか。

問 題 数 16 8 3 7 7 7

出題割合 66.7% 33.3% 12.5% 29.2% 29.2% 29.2%

77.6% 50.5% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0%

県平均通過率 校内通過率

(4)  中２各設問の分類と平均通過率
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1

2

3

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別

68.6% 0.0%

4

5

6

7

計

-44-



(5)  理科（授業改善の視点）【小中共通】 
    ア 出題について 

・ 全学年，基礎的・基本的な問題を中心に，例年並みの「思考・表現」に関する問題も出 

題。 

・ 小５は，大問６で日常的に見られる事象について，理科的な見方・考え方を発揮させる 

場面設定を行い，学習した各単元の内容を活用して解答する問題を出題。 

・ 中１は，小学校の内容から大問５で地層のでき方に関する問題，中１の内容から，大問 

６，７で実験結果から粒子モデルを推測する問題を出題。 

・ 中２は，中１の内容から，大問４でかぎ層を基に柱状図を作成する問題，中２の内容か 

ら大問３で気象，大問７で化学変化の未反応分の物質の質量を求める問題を出題。     
イ 特徴ある問題から（小学校）   小５６   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平均通過率 

４９．８％ 

◇ 次の二点を意識して日々の指導を！ 

① 教師自身が日常的に見られる事象等について，問いかけを意図的に行う。 
② 「同じです。いいと思います。」で終わらせず，なぜ，そう考えたのかなど，自 
分と他者の意見を比較しながら考えを深める場面を大切にする。 
 
※ 児童は日常的に理科の見方・考え方を発揮しながら，協働して課題解決できる

ようになる。 
。 

空気中の水じょう気が冷やされて，水にもどった 

  
エ 

平均通過率 

５６．３％ 

再掲 
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中１ 

ウ 特徴ある問題から（中学校）  中１７，中２７  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 授業改善のポイント【小中共通】  

〇 小５の太陽の通り道の方位を答える問題は５６．３％，中２の等圧線から気圧を読み取る

問題は２７．６％，高気圧や低気圧の風の吹き出し，吹き込みに関する問題は２８．６％と

通過率が低い。特に，自然観察等が関係する単元は一度学習して終わりではなく，単元での学

習終了後，学習した内容やそれに関する事象に興味・関心を持続，向上させる工夫を行う。（授

業開始前や終了後にＩＣＴを活用した情報提供や児童生徒への問い掛けを意図的，計画的に

行うことが効果的である。） 

〇 系統性（単元間，小・中のつながり）を意識した指導の充実を図る。そのために，教師自

ら，他校種，他学年の鹿児島学習定着度調査の問題を解いてみることが大切である。（小５：

大問２，３，５，６⑶，⑷，中１：大問５，中２：大問４，５は，前年度以前の指導内容） 

〇 小学校では「問題解決の過程」，中学校では「探究の過程」を踏まえた授業を展開する。特に， 

自分の考えを再構築する過程を大切にする。また，単元によって，自分の考えを文字だけで 

なく，図やモデル，グラフ等を使って整理する場面も十分に確保することが重要である。 

※ 問題中にグラフがなくても，表に示される数値から自分でグラフ化（変化

の傾向をつかむ）し，計算とグラフを併用し，解答していく力を育成する。 

中２ 

平均通過率 

３８．８％ 

 

※ 微視的な事象につ
いて，実験結果を基
に，質量や体積等を
踏まえ，粒子の数に
着目して適切なモデ
ルを選択できる（自
分で描く）力を育成
する。 
（大問６とも関連） 

平均通過率 

３９．２％ ア:0.40 イ:0.60 
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